
十人十色への投稿、自分でおもしろいとおもったものがさいようされないかなしさよ （理・２ トム）
⇒さて今月はどうだったのでしょうか （十色のページへGO!!；編）



将棋を始めたのは小学５年生の時です。
今は京大の教育学部にいる３歳下の弟が、
ハリー・ポッターで出てきた動くチェスに
興味を持ったんですね。それで父がジャパ
ニーズ・チェスっていうのがあるよ、と弟
に将棋を教えて、好きになってきた頃に近
所に将棋教室ができたんです。その教室で
はきょうだい割引があったので、私も一緒
に通い始めて、私自身も将棋に惹かれてい
きました。

わりと早い段階から女流棋士になるって
決めていたんです。私の父の職業が少し変
わっていて、革人形作家という仕事をして
いるんです。そのように好きなものを仕事
にしている父がいたので、「習うならその
道のプロになるしかない」という気持ちが
ありました。

将棋界では学歴が要らないので、本当は
高校にも行かずに大阪の師匠のところでプ
ロを目指す機関に入りたかったんです。
プロを目指すなら、東京か大阪で月２回
対局して成績を残さないといけなかったの
ですが、地元の宮崎からは交通費がかかっ
てしまって。
でも中卒で大阪に住ませてもらえるほど
強くはなかったので、しかたなく高校に行
き、大阪に住めるようにお金の心配が比較
的少ない国公立大学に行こうと思いました。

はじめは大阪大学の人間科学部を志望し
ていましたが、当時やりたかったのが、心
理学、社会学、哲学のどれかで、人間科学
部は少し違うなと思い、高校２年生の春に
京大に志望を変更しました。
文学部にしたのは、やりたいことが全部

そろっていたからです。どれをやるかは
入ってから決めようと思っていました。

心理学の授業を取っていて、１限なので
あんまり出てなかったのですが、珍しく出
たら認知心理学の回でした。その時の話が
「11歳を境に感覚的に憶えられていたこと
が意味付けしないと憶えられないようにな
る」というものでした。例えば神経衰弱で、
小さい頃は「ここがハートの３だ」という
だけで憶えられていたのが、大人になった
ら「一番下の右から３個目がハートの３だ」
というふうに意味で憶えるようになるとい
うのを聞きました。
私が将棋を始めたのはちょうど11歳の

時なんですよ。だから何か意味付けしない
と憶えられなかったんです。幼い頃から指
してた人は「これはいい手だよ」ってよく
言うけど、理由を聞くと「いい手だからい
い手なんだよ」って言われて。
自分が何でそれを理解できないんだろ

うっていうのを解決できるかもしれないと
思い、心理学を専攻することにしました。

卒業論文も将棋で書いたんです。視線を
観察するというもので、将棋の初心者から

プロまでを集めて将棋盤を見せてみて「次
どう指しますか？」という問題を出します。
考えを全部口に出しながら答えてもらっ

て、その時々の視線の動きなどを見ていき
ます。始めたての人はあんまり盤を見ない
んですけど、中級者だと盤の色々なところ
を見ていて、強い人はもう盤の真ん中ぐら
いしか見ないんです。
この研究をきっかけに、対局でも相手の

視線に注意するようになりました。相手が
こっちの方を見ていたら攻めてきて、相手
が相手自身の所を見ていたら守りの姿勢に
入っているんです。
そういうことがわかってきて、相手の状

況を冷静に判断できるようになりました。

大変でしたね。将棋と大学と、あとは寮
も。今は建て替え中の女子寮に入っていて
自治会活動で会議とかがあったので、忙し
かったです。
女流棋士のシステムって女流３級からプ

ロという扱いで、私は大学２回生でプロに
なりました。でも、女流３級は仮プロなん
ですよ。仮免許みたいな感じで、２年の間
に勝って昇級しないとアマチュアに降格さ
せられちゃうんです。寮に入っている間は
ずっと勝てなくて、１年半ぐらい成績を残
せなくて、結局寮を出たんですね。そうし
たら１カ月で昇級しました（笑）。
当時は疲れていたんだと思います。二人

部屋だったので将棋の駒の音も立てられな
くて、布の盤で静かにやったりして……。
でも楽しかったし、今も寮のみんなと仲が
いいです。
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２限すら出られない （法・２ 湖底の蟹）
⇒涼しい夜はついつい夜更かししてしまいますね （それともこれが出版される頃はまだ暑いでしょうか；編）



女流棋士の仕事は主に「対局」と「普及」
という２つの柱があります。
「対局」は普通に目の前の相手と将棋を
指すっていう仕事で、勝ち上がれば増えま
すが負ければ年間６日間ぐらいなので、と
ても生活はまかなえないんです。
「普及」の仕事は色々あって、関西将棋
会館などで初心者向けの将棋教室をやった
り、指導対局といって何人かを相手にして
１人ずつレクチャーしたりします。他に、
ちょっとアイドル的な活動もあって、写真
撮影とかサイン会もします。ステージで司
会をしてトークを仕切ったり、イベントの
実行委員もやったりするので、結構何でも
出来ないといけないですね。
それから「大盤解説」の聞き手という仕
事があって、AbemaTVやニコニコ生放送
に出演しています。最近だと藤

ふじい そ う た

井聡太先生
の将棋とかの生中継されているものを、新

位を損なわなければ何でもしていいという
雰囲気があります。

毎日違うので難しいですね。
対局がある日は10時に始まるので、７

時半に起き、９時頃までには近くでお茶を
して心を静め、対局に臨みます。負けた後
はあんまり記憶がないのでわからないです
けど、勝っても本屋さんに行くぐらいです。
AbemaTVに出るときは、早いと朝７時

半にスタジオに入らないといけないので、
６時に起きて会場に行って、終わるのが夕
方でそれからご飯を食べます。

観戦記を書く日は対局する人より早く部
屋に入らないといけないんです。起きる時
間は７時半ぐらいなんですけど、９時半か
ら正座で待って10時に対局が始まり、「今
日はこういう色の服を着ている」とかメモ
を取ります。それを原稿にしないといけな
いので、フリーの時間に外へ出て原稿を書
いて、部屋に入って、たまに抜けて。その
後、感想戦があって、棋士の先生の話をメ
モして、終わるのが翌朝の１時で、帰って
３時に寝るって感じです。トップ棋士の先
生方の頭の中を伝えるのは大変ですね。

先ほどのキャラが独立したTwitterアカ
ウント（@HirakeGomao）を持っているの
で、休みの日もわりと文章を書いているん
ですけれど、その運営というか、おはよう
からおやすみまでつぶやくのがもう忙しく
て（笑）。
何もない日は外でカフェに行って過ごし
たり、映画に行ったりします。人を誘うと
その人が満足してくれたか気になって疲れ

しくファンになられた方にもわかるよう平
易な言葉で説明する仕事もやっています。
また、他には執筆業もあります。今は日

本将棋連盟のホームページのコラムを書い
たり、京都新聞の夕刊に月１回棋譜解説な
どを寄稿したりしています。それから、あ
まり女流棋士で書いてる人は多くないんで
すけど、観戦記を書くという仕事もありま
す。私は毎日新聞で担当させていただいて
います。
最近はクリエイター業というのもやって

いて、普及の一環で「将棋ノート」ってい
うのを販売しているんですが、それにあた
り作ったパンフレットのキャラクターが
ノート自体より人気になってしまったんで
す。今年生まれたばかりなのにLINEスタ
ンプもあるし、既に個展もしたんですよ。
基本的に女流棋士は個人事業主です。人

によってはアイドルのようにテレビに出た
りする人もいますね、竹

たけまたべに

俣紅先生とか。品

るので、１人で行ってます。２人じゃない
と行きにくい場所は友達と行っていますが。

先ほどお話ししたように藤井先生のブー
ムで本当に初めてという方が多いんですよ。
将棋の駒の動かし方は知っていても専門用
語を知らない方が多いので、その方々に説
明するのは気を使います。逆に、わかる人
にはもういいよって思われることもあって、
裾野が広がった分誰に対して発言するかを
考えるようになりました。
それから、ファンの細分化が起きていま

す。これまでのファンは、自分が指すから
将棋が好きという方が多かったんですけど、
最近、推しの棋士が将棋をしている中継を
見ながらカツを食べるなどして応援する
「観る将」や、将棋イベントで棋士を望遠
レンズで撮ったりする「撮る将」っていう
ファンもいるんですね。すごい人だと「手」
とか部位で分けてるんです。さすがに足首
とかは撮らないで欲しいけど（笑）。
いろいろなファンがいますが、でも将棋

をしないファンの方々はまだ市民権が得ら
れてなくて批判されたりしているので、そ
れから守るのも大変です。棋士にも色々な
考え方があって、興味を持ったら指してく
ださいよと言う方もいるので、その中でど
う言ったらいいかわからなくて、結構難し
いです。本当にファンの方の発展具合がす
ごいので、誰に何をするかというのをちゃ
んと考えないといけないと思っています。

やはり自分が対局して勝つというのがや
りがいですが、勝つときは何しても勝つん
です。八百長じゃないんですけど、うまく
いい手が見つかるという感じです。でも負
けるときは、自分がいい将棋を指してるの
になぜか相手に持っていかれます。勝つ
のもやりがいではあるんですけど「やっ
たー！」みたいな気持ちではなく、そうい
う事象が起きたって感覚です。
普及の面では、指導している際に、自分

の教えた人がいい手を指せるようになると
嬉しいですね。

▲話題のキャラクター「平
ひらけ ご ま お

家駒音」
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今年もジメジメし始めましたね… （人環・院 ぽんつよ）
⇒普段は２ヵ月前の読者カードが掲載されるのですが （夏休みをはさむと４ヵ月前ですね。もう秋になっちゃった。；編）



今まで人との関係性の話が多かったんで
すけど、将棋の盤上って一番自由で、すべ
てを断ち切っていられる無機質なところが
すごくいいと思っています。そういう感情
が要らないようなところが好きです。
人と接するときはプラスな感情を持つよ
うにしているんですけど、将棋盤は無感情
で接して、ただそこに答えがあるからそれ
を探していけばいい。一人っきりになって
一つのものに向かっていくみたいな感じで
す。相手がどう思っているかじゃなくて自
分の心だけで戦っていればいいので、ある
意味で一番役割が少ないんですよ。今日は
私のための日だ、みたいな気分で指してる
ので。将棋を指しているときはすごく集中
していて、自分っていうものもないぐらい
に考えて、潜って、そして終わったら現実
世界に戻ってくるっていうイメージがあっ
て、そういうところも好きです。

まず対局が決まって相手が決まったら、
計画を立ててその日までに相手がどういう
将棋をする人かを調べて、自分はどの場合
にどの手を指すのかというイメージを練っ
ていきます。先攻と後攻はその日に決まる
ことが多いので、自分が先攻だったらこれ
をやる、後攻だったらこれをやる、という
程度のプランを決めて当日に臨んでいます。
体調管理も大事なので、もちろん前日は

お酒を飲まないですし、仕事も極力入れな
いようにしています。
それから当日は人のことを見ないように

します。対局中ってみんな傍若無人という
か、バリバリお菓子食べる人もいるし、変
わった方だとマイ空気清浄機を持ってくる
人もいるんですよ。それは本人の自由なん
ですが、気にしだすといろんな所作が気に
なるし、誰もしゃべらないので音一つ一つ

を拾ってしまうんです。それが疲れるので、
注意は自分と盤の面積までしか払わないっ
ていうのを気を付けています。
まあ、反射で動いちゃうこともあります。

前に相手がお茶をこぼしたとき、自分がお
手拭きを取りに行ってしまって、勝負師の
行動ではなかったなって思いました（笑）。
相手のマイナスだからそのままにしとけば
よかったのに、助けようとしちゃって。冷
たいわけではないんですけど、全部を勝負
として捉え、相手に優しくしてはいけな
いっていうのはずっと言われてきています。
ON/OFFの切り替えはやはり難しいです

ね。自分が運営するイベントが15人規模
でも、人がそれだけ動くと大変で……。そ
の後食事に行っても店員さん並みに気が
張って、全部のテーブルの会話が聞こえる
ことがありすごく疲れてしまいます。その
後３日間ぐらいは過敏なので独りで過ごし
て、なんとか気を紛らわすという感じです。

小学６年生のときにJTのこども大会っ
ていう大きい大会で、すごく集中してゾー
ンみたいなのに入れたんですよ。絶対勝て
ないと思ってたのに準決勝ぐらいまでいけ
ました。その集中する感じが好きで、以降

それを支えに将棋を続けています。
あとは、アマチュア三段のときの、優勝

したら四段になれるという県大会です。そ
の時私は受験生で、一週間後に高校受験が
控えていたんです。しかも、それまで３回
ぐらい準決勝や決勝で負けていて、ボロボ
ロの状態で行ったんです。「うわヤバイ」
と思ってたら、突然パッと盤が光って、銀
を打つとめちゃくちゃいいって気付いて、
その対局で勝って、その後も勝ち続けて優
勝したんですよね。普通は光らないしその
後も光ってくれーって思うけど光らないの
で、「勝ちに不思議な勝ちあり」じゃない
ですけど、ああ、勝つべきときは勝つんだ
なと。ギリギリのところで嬉しいことが
あったので、将棋と縁があるんだと思いま
したね。

先ほどのキャラクターの話のように、
まったく自分がやりたいと思ってなかった
ことを今やっていて、書き物をしたりギャ
ラリーをしたり。これって普通は棋士の仕

事ではないじゃないですか。観戦記も思っ
てもない所から頂いた話ですし。こういう
喜びの形もあるのかなって感じていますし、
柔軟に生きていきたいな、と思っています。
「私は勝負で生きていく」ってはねつけ
ず、自分がそのときいいなと思ったらそれ
をするし、将棋をずっと好きでいれたら嬉
しいと思うし、自分の一番やりたいことを
常々やっていきたいです。

狂うなら今のうちってことじゃないです
かね。私は自由な職業ですけど、思ったよ
り守らなきゃいけないことが多いんですよ。
女性だからお化粧をしなきゃいけないし、
人を立てるのも暗黙の了解で守らなきゃい
けない。あんまり狂えるというか、好きな
ようにできるというのはそんなにないので、
大学時代のうちに自分の外郭を知っておい
た方がいいんじゃないかなと思いますね。
社会に出ると狭いし窮屈なので、今のうち
に羽を伸ばしてほしいです。
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芋、栗、カボチャがおいしい季節になった… （エネ科・院 きゅーり）
⇒こちらは季節に合わせてあって （かなり高レベルな投稿ですね；編）




